
時間割コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G3E15201 2026

地学概論Ⅱ 齋藤　武士

Introduction to Earth Sciences　II 山田　桂

2 後期 火曜･１時限 ＦⅠ

東洋計器講義室（２０番講義室） 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 地学に関する基礎的な知識や考え方を理解することができるよ
うになる．
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生、防災減災

(3)全学横断特別
教育プログラム

環境マインド実践人材養成コース

(4)授業の概要 講義形式で，「宇宙の構造」「地球の大気と海洋」の2つの大きなテーマをこの順番で取り扱う。

(5)授業のキーワ
ード

宇宙，地球，大気，海洋，環境

(6)授業計画 第1週 ガイダンス　地球科学とは　[担当：齋藤]
第2週 天体の運動　[担当：齋藤]
第3週 ケプラーの法則　[担当：齋藤]
第4週 太陽系の形成I（重力不安定）　[担当：齋藤]
第5週 太陽系の形成II（惑星系円盤）[担当：齋藤]
第6週 太陽系の天体　[担当：齋藤]
第7週 恒星の光　[担当：齋藤]
第8週 恒星の分類と進化　[担当：齋藤]
第9週 銀河と宇宙の構造　[担当：齋藤]
第10週 宇宙論　[担当：齋藤]
第11週 大気と海洋の誕生と変遷　[担当：山田]
第12週 大気循環と気候　[担当：山田]
第13週 海洋表層の循環と波　[担当：山田]
第14週 深層海流と地球の気候　[担当：山田]
第15週 気候変動と地球環境　授業アンケート　[担当：山田]

(7)成績評価の方
法

期末試験で評価する。

(8)成績評価の基
準

講義で扱った内容の中でも重要な概念，基礎知識に関する期末試験を行い，講義内容の理解度を評価す
る。9割以上の得点を得れば，授業の達成目標の水準から見て「卓越している」(S)，8割以上を得れば「
かなり上にある」(A)，7割以上を得れば「やや上にある」(B)，6割以上を得れば「その水準にある」
(C)，それ以下を「水準に達していない」(D)とする。

(9)事前事後学習
の内容

ealpsに授業で使用するスライドや資料の抜粋を掲載する。それを利用して予習・復習を行うこと。

※この授業は90時間の学修を必要とする内容です。従って，60時間以上の時間外学習が必要となります。

(10)履修上の注意

(11)質問,相談へ
の対応

講義終了後にその場でコンタクトすること。
それ以外は，研究室(理学部C棟406[齋藤]同405[山田])で対応できるときにはいつでも対応する。

(12)授業への出席 最初の講義で指示する．

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

最初の講義で指示する．

【教科書】 特になし。

【参考書】 特になし。


